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に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（1）第55号 2023年10月15日

ライフサポートセンター

７
月
７
～
８
日
（
金
・
土
）
、
新
潟

市
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
新
た
な
時
代

に
対
応
す
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
た
、

第
10
期
に
い
が
た
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
を

開
催
し
ま
し
た
。

連
合
、
労
金
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
、
全
港
湾
、
さ
さ
え
あ
い
生
協
、

ワ
ー
カ
ー
ズ
、
コ
ー
プ
デ
リ
に
い
が
た

か
ら
20
名
の
塾
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

牧
野
理
事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
石

本
専
務
理
事
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
後
、
２
日
間
の
日
程
で
５
講
座
を
受

講
し
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
イ
ン

グ
を
行
い
、
１
泊
２
日
の
１
回
開
催
で

完
結
す
る
講
座
と
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張

し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
終
了
間
際
に

は
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
と
な
り
中
身
の

濃
い
リ
ー
ダ
ー
塾
と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
１
講
座

演　

題
「�

競
争
か
連
帯
か
～
戦
後
労
働

運
動
と
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
の
理
念
と
歴
史
を
振
り
返

る
～
」

講　

師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

�

高
橋　
　

均　

氏

◇
第
２
講
座

演　

題
「�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
時
代
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
～
活
動
の
有
効

性
を
高
め
る
ヒ
ン
ト
を
探
る

～
」

講　

師　

新
潟
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
会　

理
事

�

吉
崎　

利
生　

氏　

◇
第
３
講
座

①
演　

題
「�
労
働
金
庫
運
動
の
こ
れ
か

ら
」

講　

師　

労
働
金
庫　

常
務
理
事

�

村
山　

義
則　

氏

②
演　

題
「�

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ

運
動
の
基
本
方
向
と
課

題
」

講　

師　

�

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新

潟
推
進
本
部
事
業
推
進
部　

事
業
推
進
課
長　
　
　

�

　

米
田　
　

東　

氏

◇
第
４
講
座

演　

題
「�

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
高
め
、

性
格
分
析
し
自
分
の
強
み
を

知
る
」

講　

師　

�

マ
イ
ン
ド
ウ
エ
ル
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
ー

�

鈴
木　

美
和　

氏

◇
第
５
講
座

演　

題
「�

志
と
気
概
を
持
っ
て
社
会
運

動
と
し
て
の
労
働
運
動
を
前

進
さ
せ
よ
う
！
」

　
　
　
　

�

～
「
目
線
は
低
く
志
は
高

く
」、
不
可
欠
な
「
虫
の
眼

と
鳥
の
眼
」
～

講　

師　

中
央
労
福
協
講
師
団
・
講
師

　

�

山
本　

幸
司　

氏

な
お
、
第
５
講
座
の
、
山
本
幸
司
氏

の
講
演
内
容
は
、
新
潟
県
労
福
協
Ｔ
Ｖ

（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
に
ア
ッ
プ
し
ま
し

た
の
で
、
視
聴
願
い
ま
す
。

終
了
後
、
期
限
内
に
す
べ
て
の
皆
さ
ん

が
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
講
座
を
見
事
に

終
了
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
心

か
ら
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

～ 

新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
を
め
ざ
し
て 

～

第
10
期
に
い
が
た
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（2）第55号 2023年10月15日

7
月
20
日
（
木
）
、
東
京
都
千
代
田
区
の

教
育
会
館
に
お
い
て
中
央
労
福
協
主
催
の

「
事
業
団
体
・
地
方
労
福
協
合
同
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
福
祉
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
や

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
活
動

に
関
す
る
今
後
の
方
向
性
、
オ
ン
ラ
イ
ン
連

続
講
座
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
と
社
会
的

連
帯
経
済
」
、
第
66
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
月
18
日
（
火
）
、
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
第

２
３
９
回
幹
事
会
お
よ
び
２
０
２
３
年
度
事

業
団
体
責
任
者
会
議
が
神
奈
川
県
横
浜
市

「
ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

幹
事
会
で
は
①
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
経

験
交
流
（
９
月
15
日
・
新
潟
県
）
、
②

２
０
２
３
年
度
代
表
者
会
議
、
③
第
58
回
定

期
総
会
（
11
月
29
日
・
埼
玉
県
浦
和
市
）
の

開
催
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

事
業
団
体
責
任
者
会
議
で

は
、
ろ
う
き
ん
、
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
か
ら
の
現
状

報
告
と
今
後
の
活
動
方
針
が

示
さ
れ
、
福
祉
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
通
じ
て
、
連

携
強
化
や
共
助
の
拡
大
、
利

用
促
進
な
ど
を
取
り
組
む
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

7
月
26
日
（
水
）
、
東
映
ホ
テ
ル
に
お
い

て
第
31
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

創
ろ
う
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
、
活
動

報
告
、
活
動
方
針
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
改
選
に
お
い
て
は
、
会
長
に
山
田
太

郎
氏
、
副
会
長
に
諸
橋
孝
雄
氏
、
小
柳
優
子

氏
、
事
務
局
長
に
眞
田
守
氏
と
各
団
体
か
ら

の
幹
事
の
皆
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
３
９
回
幹
事
会
お
よ
び

２
０
２
３
年
度
事
業
団
体
責
任
者
会
議
報
告

中
央
労
福
協

事
業
団
体
・
地
方

労
福
協
合
同
会
議

新
潟
県
退
職
者
連
合

第
31
回
定
期
大
会



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（3）第55号 2023年10月15日

７
月
27
日
（
木
）
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
、
総
代
３
０
２

人
中
２
９
１
人
（
委
任
出
席
４
人
、
書
面
議

決
出
席
２
０
７
人
を
含
む
）
の
出
席
に
よ
り
、

「
新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合
第
69
回
通
常

総
代
会
」
お
よ
び
「
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ

ｐ
新
潟
推
進
本
部　

第
６
回
組
合
員
代
表
者

会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
69
回
通
常
総
代
会
」
で
は
、
２
０
２

２
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
２
０
２
３

年
度
事
業
計
画
と
事
業
予
算
等
に
つ
い
て
、

す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
69
回
通
常
総
代
会
」
の
あ
と
に
開
催

し
た
「
第
６
回
組
合
員
代
表
者
会
議
」
で
は
、

２
０
２
３
年
度
新
潟
推
進
本
部
活
動
計
画
な

ど
を
審
議
し
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
協
議

事
項
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
間
前
専
務
理
事
の
後
任
と
し
て
石

本
専
務
理
事
が
総
合
生
協
理
事
お
よ
び
こ
く

み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
新
潟
推
進
本
部
代
表
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
く
み
ん
共
済
ｃｏｏｐ

新
潟
県
総
合
生
活
協
同
組
合
第
69
回
通
常
総
代
会
お
よ
び

�
こ
く
み
ん
共
済ｃｏｏｐ
新
潟
推
進
本
部
第
６
回
組
合
員
代
表
者
会
議



に い が た 労 福 協（ライフサポートセンター）（4）第55号 2023年10月15日

7
月
31
日
（
月
）
、
勤
労
福
祉
会
館
に
お

い
て
奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
2
回
総
会
が

開
催
さ
れ
、
活
動
報
告
、
活
動
方
針
な
ど
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

給
付
型
奨
学
金
の
必
要
性
が
少
し
ず
つ
認

知
を
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
周
知
や

理
解
不
足
は
否
め
ず
、
社
会
的
な
う
ね
り
を

作
り
出
す
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
活
動
の
強

化
が
必
要
で
あ
り
、
取
り
組
み
を
強
め
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
労
福
協
で
は
、
平
和
を
希
求
す
る

取
り
組
み
と
し
て
8
月
9
日
（
水
）
の
始
業

時
や
昼
食
時
を
利
用
し
て
、
原
爆
犠
牲
者
追

悼
な
ら
び
に
平
和
祈
念
の
願
い
を
込
め
た
1

分
間
の
黙
と
う
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

多
く
の
団
体
か
ら
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、

実
施
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
央
労
福
協
で
は
「
つ
な
が
る
経
済
で
社

会
を
変
え
る
！
」
を
テ
ー
マ
に
全
12
回
の
連

続
講
座
を
9
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

社
会
的
連
帯
経
済
は
、
「
つ
な
が
る
経

済
」
と
も
言
わ
れ
、
利
益
優
先
で
は
な
く
、

人
々
の
つ
な
が
り
や
支
え
あ
い
社
会
や
環
境

と
の
調
和
を
大
切
に
す
る
経
済
活
動
で
す
。

市
場
経
済
で
は
対
処
が
難
し
い
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
新
た
な
経
済
と
し
て
世
界
中
で

注
目
を
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

全
12
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
無
料
講
座
で
社
会

的
連
帯
経
済
と
は
何
か
を
一
緒
に
学
び
、
よ

り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
中
央
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

奨
学
金
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
２
回
総
会

新
潟
県
労
福
協

平
和
を
希
求
す
る
取
り
組
み

　
　
　

O
ne m

inute silence

こくみん共済 coop にて

新潟県労働金庫にて

オ
ン
ラ
イ
ン
連
続
講
座
の
お
知
ら
せ

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
と

�

社
会
的
連
帯
経
済
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９
月
13
日
（
水
）
、
東
京
都
の
主
婦
会
館

プ
ラ
ザ
エ
フ
に
お
い
て
中
央
労
福
協
主
催
の

加
盟
団
体
、
関
係
団
体
の
女
性
役
職
員
を
対

象
と
し
た
「
女
性
の
ひ
ろ
ば
」
が
４
年
ぶ
り

に
対
面
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
４
年
、
女
性
に
困
難

が
集
中
し
て
い
る
現
況
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
で

の
女
性
の
貧
困
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
の
飯
島
裕
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、
こ
れ
ま
で
取
材
を
し
て

き
た
実
例
を
基
に
「
女
性
活
躍
」
の
陰
に
埋

も
れ
る
中
高
年
女
性
の
貧
困
の
現
状
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。
非
正
規
雇
用
・
ワ
ン
オ
ペ
育

児
・
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
等
女
性
に
困
難
が
集
中
し
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
・
単
身
女
性
は
未
だ
雇
用

（
会
社
）
の
調
整
役
で
あ
る
と
い
う
悲
し
い

現
状
に
心
を
痛
め
ま
し
た
。
後
半
で
は
講
演

を
聞
い
て
感
じ
た
こ
と
、
自
分
自
身
や
組
織

で
実
践
し
て
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
交
流
し

ま
し
た
。
貧
困
は
見
え
づ
ら
く
気
付
き
に
く

い
現
状
が
あ
り
、
誰
も
が
生
き
や
す
く
、
働

き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
の
重
要
性
を

グ
ル
ー
プ
内
で
確
認
し
ま
し
た
。
２
０
２
２

年
５
月
に
「
女
性
支
援
法
」
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る

の
か
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

理
事　

小
林　

佳
代

９
月
15
日
（
金
）
、
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
に

お
い
て
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

事
業
経
験
交
流
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
・
関
東
・
山
梨
・
静
岡
な
ど
の
各
県
か
ら

43
名
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
携
わ
る
参

加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
風
テ
ラ
ス
理
事

長
の
坂
爪
真
吾
氏
か
ら
『
風
テ
ラ
ス
の
現
場

か
ら
見
た
「
新
潟
に
お
け
る
女
性
の
貧
困
」

の
構
造
と
課
題
』
と
い
う
演
題
で
、
風
俗
と

い
う
仕
事
の
場
で
も
女
性
の
貧
困
は
広
が
っ

て
い
る
こ
と
。
支
援
が
必
要
な
人
が
増
え
て

い
る
こ
と
。
福
祉
は
風
俗
に
勝
て
な
い
。
し

か
し
勝
て
な
く
て
も
「
負
け
な
い
」
こ
と
は

可
能
。
困
難
を
抱
え
る
女
性
た
ち
と
つ
な
が

り
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
の
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
県
か
ら
の
報
告
を
受
け
、
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
と
課
題
や
特
徴

的
な
事
例
な
ど
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

新
潟
県
か
ら
は
17
名
が
参
加
し
、
新
潟
県

の
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
も
し
、
ま
わ
り

に
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
「
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
を
す
る
よ
う
勧

め
て
く
だ
さ
い
。
電
話
番
号
は
０
２
５
８-

８
６-

８
８
９
８
で
す
。

中
央
労
福
協

第
６
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
女
性
の
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
て

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
経
験
交
流
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９
月
14
日
（
木
）
、
中
央
労
福
協
主
催
の

「
高
等
教
育
費
の
漸
進
的
無
償
化
と
負
担
軽

減
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
生
配
信
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
労
福
協
が
設
置
し
た
「
教
育
費
負
担

軽
減
へ
向
け
て
の
研
究
会
」
が
発
表
し
た
７

つ
の
提
言
に
つ
い
て
、
各
分
野
の
専
門
家
パ

ネ
ラ
ー
が
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

大
学
、
専
門
学
校
の
授
業
料
を
現
在
の
半

額
と
す
る
、
大
学
修
学
支
援
法
の
対
象
者
を

年
間
３
８
０
万
円
か
ら
６
０
０
万
円
ま
で
拡

大
す
る
な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
ぜ
ひ
と

も
実
現
し
た
い
提
言
に
つ
い
て
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

９
月
22
日
（
金
）
、
駐
新
潟
大
韓
民
国
総

領
事
館
主
催
の
「
韓
日
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り
ｉ

ｎ
新
潟
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
「
ひ
な
た
」
の
公
演
、
韓
服

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ　

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｉ　

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
」
や
「
新
潟
総

踊
り
響
」
の
ダ
ン
ス
、
韓
国
伝
統
舞
踊
・
サ

ム
ル
ノ
リ
公
演
な
ど
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞

台
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

と
く
に
、
テ
コ
ン
ド
ー
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
は
圧
巻
で
あ
り
、
観
客
を
魅
了

し
ま
し
た
。

両
国
の

友
好
親
善

が
深
ま
っ

た
す
ば
ら

し
い
イ
ベ

ン
ト
で
し

た
。

高等教育費の漸進的無償化と

負担軽減を考えるシンポジウム
労働者福祉中央協議会が設置し、武蔵大学教授・大内裕和氏

を主査として有識者で構成する「教育費負担軽減へ向けての

研究会」は3月8日、高等教育費の漸進的無償化と負担軽減へ

向けての政策提言を発表しました（裏面参照）。この提言を素

材に、本シンポジウムでは、さまざまな分野からパネラーをお招

きし、高等教育費の負担軽減の必要性やこれからの負担のあ

り方、誰もが安心して学べる社会への道筋や国民的合意形成

をいかにして図るのか、議論を展開します。

主催者挨拶 （労働者福祉中央協議会 会長 芳野 友子）

文部科学省からの特別報告

政策提言説明（研究チーム主査 大内 裕和氏）

パネルディスカッション

P R O G R A M
1
2
3
4

大内 裕和 氏　
武蔵大学
人文学部 教授

山田 哲也 氏
一橋大学大学院
社会学研究科 教授

小澤 浩明 氏　
東洋大学社会学部
社会学科 教授

高等教育費負担軽減へ向けての研究チーム

ゲストパネラー

杉田 真衣 氏
東京都立大学
人文社会学部 准教授

渡辺 由美子 氏　
認定NPO法人キッズドア
理事長

室橋 祐貴 氏
一般社団法人
日本若者協議会
代表理事

参
加
方
法

本シンポジウムは一般公開です。事前申し
込み不要で、全国どこからでも、どなたでも
ご参加頂けます。当日時間になりましたら
お手持ちのスマートフォンにて右QRコード
からアクセスして下さい。

2023年9月14日 木

YouTube Liveにて生配信！
配信開始17:30 終了20:00（予定）

　豊かな高等教育を実現することは、今後の日本の経済と社会の発展を支え、すべて

の人びとの権利を保障する上で必要不可欠な条件です。情報が高度化し、複雑化す

る現代社会において人々が豊かに生きるためには、すべての人々に高等教育を受ける

権利が保障され、高等教育を受ける機会が平等であることが重要です。2020年に導入

された高等教育修学支援制度はその対象が低所得世帯の学生に限定されています。

支援対象のさらなる拡大や教育費の負担軽減が強く求められています。

　高等教育進学率80%、人生100年時代、そして急激な少子化という状況下で、希望

するすべての人の高等教育を受ける権利を保障し、平等で各人が自由に幸福を追求

できる社会を実現するための教育費負担軽減へ向けて、以下の7つを提言します。

提言の社会的背景

１．高等教育進学率80%時代にふさわしい教育費負担へ

２．「人生100年時代」へ向けて「全世代型」高等教育へ

３．急速な少子化～子育て・教育費負担が要因に

高
等
教
育
費
の
漸
進
的
無
償
化
と

負
担
軽
減
へ
向
け
て
の
政
策
提
言

大学・短大・専門学校の授業料を現在の半額とする。

貸与型奨学金制度の改善を実行する。具体的には人的保証の
廃止、延滞金の廃止、猶予期限の撤廃、所得連動返還型奨学金の
改善を実現する。あわせて、奨学金返済への税制支援など、
既に返済している方々への負担を軽減する。

大学等修学支援法の対象者を中間所得層まで拡大する。
支援対象の上限を現在の標準世帯（4人世帯）年収380万円から、
標準世帯（4人世帯）年収600万円まで拡大する。
支援対象の年齢制限は撤廃し、すべての年齢を対象とする。

高校卒業生や社会人を対象とする職業教育の充実を図る。
具体的には国公立の職業訓練校の拡充（校数増・定員増）を実現する。

給付型奨学金を拡充し、「貸与から給付へ」を加速化する。
大学院修士課程・博士課程学生にも給付型奨学金を導入する。 

貸与型奨学金について「有利子から無利子へ」を加速化する。

全国の人口50万～100万人以上の都市・自治体に、
職業訓練（資格取得）と進学のニーズを満たす
公立のコミュニティ・カレッジ（短大）を設置する。

提言

1

提言

5

提言

2

提言

6

提言

3

提言

7

提言

4

ご関心のある方はぜひ以下の
QRコードより７つの提言の本論、
補論・資料のデータファイルに
アクセスしてください。

教育費負担軽減へ向けての研究会
高等教育費負担軽減へ向けての研究チーム

本論

補論・資料

中
央
労
福
協

高
等
教
育
費
の
漸
進
的

無
償
化
と
負
担
軽
減
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

駐
新
潟
大
韓
民
国
総
領
事
館
主
催

韓
日
ハ
ン
ガ
ウ
ィ
祭
り
ｉｎ
新
潟
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「あなたらしさ」が選べる生協、
コープデリです。

コープデリは、関東・信越１都７県で335万以上の世帯にご登録いただいている、日本最大の生協です。
たくさんの宅配サービスや生協があるなかで支持されている理由はきっと、それぞれの“ぴったり”が見つかるから。

原料へのこだわり、価格帯、家族の人数、etc…　どんなニーズもおまかせください。

今すぐ！ Webでお申し込み こちらからも
アクセスできます

コープデリが大切にしている６つのこと

豊かで楽しい
食卓へ。

安心して
家族へ。

声を
かたちに。

つながり、
育む。

「食べる」を
伝える。

未来に
つなげる。

コープデリなら、つかうほどじぶんらしくなれるあれこれが

選べる、見つかる。

ふだんのくらしに必要な
商品を提供し、

毎日のくらしに貢献します。

提供する全ての食品の
安全性の確保に
取り組みます。

組合員さんの声を
大切にしたコープ商品を
開発・提供します。

生産者と組合員さんを
つなぐ「産直」に
取り組みます。

食育「たべる、たいせつ」を
通じて食による健康なくらしを

提案していきます。

環境にやさしい
事業とくらしを目指します。

ご加入
手続き

は

簡単！ コープデリ　加入 検索
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大
き
な
畑
を

お
借
り
す
る

こ
と
が
出
来
、

た
く
さ
ん
の

収
穫
を
期
待

し
5
月
20
日

に
苗
植
え
。

し
か
し
猛
暑

と
干
ば
つ
が

続
き
、
昨
年

に
続
き
今
年

も
不
作
に
な
る
の
で
は
…
と
心
配
し
ま
し

た
が
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
何
度
か

水
や
り
を
行
い
、
何
と
か
乗
り
越
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

当
日
は
大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
芋
づ
る

式
に
獲
れ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
上
は
あ
っ

と
い
う
間
に
た
く
さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ
が

並
び
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
掘

り
上
げ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
大
き
さ
を
競
い

合
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
掘
っ
て
い
ま
し

た
。収

穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
「
に
い
が
た
お
米
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
施
設

へ
も
寄
付
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
は
一
家
族
に
一
袋
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
ん
な
料
理
に
な
る
の
か
楽

し
み
で
す
ね
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

【
土
と
触
れ
あ
い
、
会
話
も
弾
む
！
】

今
年
も
４
月
か
ら
信
濃
川
河
川
敷
に
広

中
越
地
区

が
る
遊
休
地
を
活
用
し
た
体
験
型
農
業
を
、

多
く
の
仲
間
と
協
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

農
業
を
通
じ
て
交
流
し
、
「
農
」
の
楽
し

さ
、
「
土
」
と
の
触
れ
合
い
、
仲
間
と
の

会
話
を
通
じ
た
交
流
を
め
ざ
し
、
一
生
懸

命
に
、
働
く
喜
び
や
色
々
な
人
た
ち
と
の

出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
農
」
に
触
れ
合
う
こ
と
で
家
庭
に
ひ

き
こ
も
り
の
状
態
を
脱
却
で
き
れ
ば
と
考

え
、
夏
の
作
業
に
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
相
談
者
さ
ん
を
招
待
し
ま
し

た
。
相
談
員
が
何
回
か
の
面
談
で
、
外
の

畑
作
業
は
？　

外
の
空
気
を
吸
う
こ
と
で

何
か
を
つ
か
め
れ
ば
！　

ち
ょ
う
ど

「
農
」
体
験
活
動
が
あ
る
の
で
参
加
し
て

み
て
は
？　

と
話
を
す
る
中
で
相
談
者
の

気
持
ち
が
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち

の
変
化
が
み
ら
れ
、
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
暑
く
て
ジ
ャ
ガ
イ

モ
掘
り
が
メ
イ
ン
作
業
で
し
た
が
、
相
談

者
は
黙
々
と
作
業
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

後
日
、
相
談
員
が
相
談
者
に
聞
く
と
「
何

か
違
っ
た
世
界
の
よ
う
な
気
が
し
た
が
、

作
業
は
楽
し
か
っ
た
。
」
と
い
う
声
が
。

ひ
き
こ
も
り
の
方
が
、
農
作
業
を
契
機

に
少
し
づ
つ
社
会
へ
の
階
段
を
進
め
て
い

け
れ
ば
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

２
０
２
１
年
10
月
の
組
織
改
正
で
、
新

潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
活
動
が

こ
こ
長
岡
市
の
連
合
中
越
事
務
所
内
に
集

約
さ
れ
、
２
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
４
名
の
相
談
員
が
平
日

（
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
）
電
話
に
よ
る
相

談
業
務
を
中
心
に
い
ろ
い
ろ
な
相
談
、
悩

下
越
地
区

７
月
22
日
、
新
発
田
市
イ
ク
ネ
ス
し
ば

た
に
お
い
て
、
２
０
２
３
下
越
地
区
労
働

者
福
祉
協
議
会
主
催
の
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
厚
生
労
働
省
委
託
事
業

キ
ャ
リ
ア
形
成
学
び
直
し
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
本
間
美

香
子
氏
を
お
招
き
し
、「
人
生
１
０
０
年

時
代
！
自
分
ら
し
く
生
き
生
き
働
き
続
け

よ
う
！
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。人

生
１
０
０
年
時
代
の
多
様
な
就
労
・

社
会
参
加
が
推

進
さ
れ
る
今
、

こ
れ
ま
で
の
職

業
人
生
（
キ
ャ

リ
ア
）
を
振
り

返
り
、
今
ま
で

の
キ
ャ
リ
ア
を

生
か
し
、「
も
っ

と
自
分
ら
し
い

キ
ャ
リ
ア
を
見

つ
け
た
い
」、

「
子
供
の
頃
の

夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」、「
子
育
て
も

落
ち
着
い
た
し
、学
び
直
し
を
始
め
た
い
」

な
ど
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
で
人
生
を
豊
か

に
送
り
た
い
と
考
え
る
方
が
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
参
加
者
は
、
実
際
に
社
会
人
と

な
っ
て
仕
事
を
始
め
て
か
ら
現
在
ま
で
の

職
務
経
歴
を
振
り
返
り
、
職
務
経
歴
シ
ー

ト
を
自
身
で
作
成
し
、
仕
事
だ
け
で
は
な

く
人
生
に
お
い
て
自
身
に
影
響
を
与
え
た

経
験
等
を
書
き
出
し
振
り
返
る
作
業
も
行

い
ま
し
た
。
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、「
自

立
型
人
材
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
自

分
ら
し
さ
」
を
経
験
の
振
り
返
り
に
よ
り
、

個
人
的
な
観
点
、
組
織
的
な
観
点
を
探
っ

て
い
く
、
そ
ん
な
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま
し

た
。9

月
30
日
（
土
）
毎
年
恒
例
の
新
潟
地

区
労
福
協
・
連
合
新
潟
地
協
の
主
催
に
よ

る
「
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
体
験
祭
」
が
開
催

さ
れ
、
昨
年
を
大
き
く
上
回
る
総
勢

１
９
６
名
の
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
新
潟

市
江
南
区
大
渕
の
畑
に
集
い
ま
し
た
。

農
家
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
昨
年
よ
り

新
潟
地
区

地
区
労
福
協
か
ら
の

た
よ
り

新潟県労
福協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter

2021
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と
』
の
上
映

会
を
上
越
実

行
委
員
会
に

て
開
催
し
、

１
部
２
部
合

計
で
２
１
５

名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

映
画
を
通

じ
て
、
中
村
医
師
が
命
を
懸
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
活
動
へ
の
支
援
と
同
時
に
、
改

め
て
地
域
づ
く
り
や
困
っ
て
い
る
人
た
ち

の
問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
人

た
ち
の
結
び
つ
き
を
広
げ
な
が
ら
、
今
後

の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
発
展
に
繋
が
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

上
映
後
に
は
、
町
家
交
流
館
に
て
、
感

想
討
論
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

【�

第
11
回
総
会
お
よ
び
第
20
回
親
善
ゴ
ル

フ
大
会
開
催
】

６
月
29
日(

木)

ヒ
ス
イ
王
国
館
に
て

「
糸
魚
川
地
区
労

福
協
第
11
回
総

会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

来
賓
と
し
て
新

潟
県
労
福
協
・
石

本
専
務
理
事
か
ら

ご
臨
席
い
た
だ
き
、

ご
挨
拶
の
中
で
県

労
福
協
が
取
り
組

糸
魚
川
地
区

ん
で
い
る
各
種
活
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
２
０
２
２

年
度
の
活
動
報
告
及
び
２
０
２
３
年
度
活

動
計
画
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
部
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で

き
な
か
っ
た
懇
親
会
を
４
年
ぶ
り
に
行
い
、

参
加
者
と
交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

７
月
19
日
（
水
）
糸
魚
川
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
て
「
第
20
回
労
福
協
親
善
ゴ
ル

フ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し

て
新
潟
県
労
福
協
・
江
口
事
務
局
長
か
ら

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
総
勢
20
名
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
参
加
者
は
お
互
い
の
プ
レ
ー
を
た
た

え
合
い
、
和
気
あ
い
あ
い
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
と
な
り
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
月
徳
飯
店
に
会
場
を
移
し
、

ゴ
ル
フ
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
20
回
の
記
念
大
会
で
あ
り
、
豪

華
賞
品
を
受
け
取
っ
た
入
賞
者
は
大
変
喜

ん
で
お
り
ま
し
た
。

第
30
回
記
念
大
会
が
開
催
で
き
る
よ
う

続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
事
に
応
対
し
て
き
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
「
ひ
き
こ
も
り
」
相
談
で
親

御
さ
ん
か
ら
の
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。

「
ひ
き
こ
も
り
」
課
題
は
、
国
が
そ
の
実

態
調
査
を
今
年
も
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

課
題
解
決
に
は
各
々
の
ケ
ー
ス
が
違
う
た

め
、
対
応
が
本
当
に
難
し
く
、
解
決
ま
で

に
相
当
年
数
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
粘
り
強
く
、
か
つ
丁
寧
に
、
相
手
の
気

持
ち
を
思
う
相
談
活
動
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
県
内
に
知
ら
し
め
る

た
め
、
各
地
区
事
務
局
長
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
多
く
の
役
員
、
機
関
の
皆
様
か
ら
協

力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
潟
県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

活
動
以
外
は
？
と
振
り
返
る
と
、
ま
だ
ま

だ
消
化
不
良
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

「
様
々
な
考
え
や
組
織
の
枠
を
超
え
て
、

す
べ
て
の
働
く
人
、
生
活
す
る
人
の
福
祉

の
充
実
と
生
活
向
上
を
め
ざ
す
」
原
点
を

常
に
思
い
、
長
岡
地
区
で
運
動
す
る
大
切

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

労
福
協
運
動
は
、
シ
ニ
ア
時
代
に
も

う
っ
て
つ
け
の
運
動
ス
タ
イ
ル
だ
と
思
い

ま
す
。

シ
ニ
ア
は
、
い
か
に
余
裕
を
持
て
る

か
！
そ
の
余
裕
を
社
会
に
ど
う
還
元
で
き

る
の
か
？
そ
の
た
め
に
何
を
す
る
の
か
？

自
分
が
で
き
る
範
囲
で
、
人
生
１
０
０
年

時
代
を
元
気
に
進
む
こ
と
が
一
番
で
す
。

柏
崎
地
区

【
７
月
21
日　
総
会
を
開
催
】

新
型
ウ
イ
ル
ス
が
、
ヒ
ト
の
中
に
忍
び

込
ん
で
以
来
、
昨
年
ま
で
新
型
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
拡
大
を
避
け
る
こ
と
か
ら
、
書
面

に
よ
る
総
会
、
又
は
役
員
の
み
の
総
会
で

し
た
。

今
回
の
総
会
は
、
地
区
労
福
協
役
員
と

柏
崎
地
協
役
員
と
い
う
参
加
者
限
定
で
し

た
が
４
年
振
り
に
懇
親
会
を
入
れ
た
総
会

を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
労
福
協
か
ら
は
佐
藤
事
務
局

長
に
ご
出
席
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
は
、
県
労
福
協
の
活
動
方
針
を
基

に
、
柏
崎
地
区
労
福
協
内
で
活
動
出
来
る

事
、
他
団
体
と
の
情
報
交
換
や
、
協
力
体

制
を
強
め
る
事
、
等
の
活
動
を
確
認
し
ま

し
た
。

９
月
10
日
（
日
）
高
田
世
界
館
に
お
い

て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
で

人
道
支
援
に
尽
力
し
た
中
村
哲
医
師
の
活

動
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
医
師
中
村
哲
の
仕
事
・
働
く
と
い
う
こ

上
越
地
区
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【
日
々
進
化
す
る
Ａ
Ｉ
】

先
日
、
筆
者
が
委
員
を
務
め
る
あ
る
研
究

会
で
、
約
７
０
０
人
分
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回

答
が
返
っ
て
き
た
。
自
由
記
載
欄
に
寄
せ
ら

れ
た
膨
大
な
意
見
を
丁
寧
に
読
み
取
る
作
業

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
別
の
委
員
か
ら
生
成

Ａ
Ｉ
が
作
成
し
た
要
約
が
示
さ
れ
、
そ
の

「
仕
事
ぶ
り
」
に
一
同
驚
愕
し
た
。
「
２
行

で
」
、
「
30
字
程
度
で
」
な
ど
と
、
こ
ち
ら

が
指
示
を
す
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
「
要

約
」
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

筆
者
が
出
講
し
て
い
る
大
学
に
お
い
て
も
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
「
利
用
を
一
律
禁

止
す
る
の
で
は
な
く
、
利
用
方
法
を
正
し
く

理
解
し
、
自
身
の
良
識
・
倫
理
観
に
基
づ
い

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と
の

見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
研
究
・
教
育
の

分
野
に
限
ら
ず
、
こ
の
現
代
の
最
先
端
技
術

が
私
た
ち
の
働
き
方
や
社
会
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
近
未
来
の
労
働
環
境
の
変
容
と
そ
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
２
３
年
３
月
に
発

行
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
こ
れ
に
関
連
し
た

２
本
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
岡
田
浩
人
氏
の
「
Ａ

Ｉ
な
ど
新
た
な
Ｉ
Ｔ
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
広
が
り

が
経
済
・
労
働
環
境
に
与
え
る
影
響
と
近
未

来
像
」
を
紹
介
し
た
い
。

【
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
の
進
化
と
働
き
方
】

岡
田
氏
の
論
考
の
前
半
部
で
は
、
Ｉ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
の
進
化
と
、
そ
れ
が
労
働
環
境
や
社
会

に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
１
９
９
０
年
代
後
半
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
２
０
０
０
年
代
後
半

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
が
何
を
も
た
ら

し
た
の
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
２
０
１
０
年
代
に
登
場
し
た
、

フ
ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
の
配
達
員
に
代
表
さ
れ

る
ギ
グ
ワ
ー
ク
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普

及
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
働
き
方
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。
岡
田
氏
も
そ
の
一
例
と
し
て
紹
介

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
「
単
発
」
の

仕
事
は
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
後
の
客
足
の

戻
っ
た
温
泉
旅
館
で
、
働
き
手
不
足
解
消
の

方
法
と
し
て
現
在
進
行
形
で
用
い
ら
れ
て
も

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
あ
す
の
仕
事
が
見

つ
か
る
か
ど
う
か
も
確
約
さ
れ
な
い
働
き
方

は
、
雇
用
の
不
安
定
化
、
ひ
い
て
は
社
会
の

不
安
定
化
を
招
き
か
ね
な
い
要
素
も
含
ん
で

い
る
」
と
の
指
摘
は
重
く
受
け
止
め
る
べ
き

問
題
で
あ
ろ
う
。

ギ
グ
ワ
ー
ク
に
象
徴
さ
れ
る
不
安
定
雇
用

に
限
ら
ず
、
Ａ
Ｉ
等
の
進
化
は
、
現
在
の

「
安
定
し
た
」
雇
用
を
奪
う
の
で
は
な
い
か

と
の
指
摘
も
よ
く
聞
か
れ
る
。
岡
田
氏
は
、

こ
の
分
野
の
専
門
家
の
見
解
と
総
務
省
『
情

報
通
信
白
書
』
（
２
０
１
８
年
版
）
な
ど
に

基
づ
き
、
Ａ
Ｉ
で
も
「
残
る
仕
事
」
や
「
な

く
な
る
仕
事
」
、
そ
し
て
労
働
者
に
求
め
ら

れ
る
も
の
を
紹
介
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

白
書
に
よ
れ
ば
、
「
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
対
応
す

る
た
め
に
企
業
が
従
業
員
に
求
め
る
能
力
」

と
し
て
、
「
論
理
的
思
考
な
ど
の
業
務
遂
行

能
力
」
な
ど
が
特
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

ま
さ
に
こ
の
文
脈
に
あ
る
の
が
、
Ａ
Ｉ
を
使

い
こ
な
す
た
め
の
「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
Ａ
Ｉ
に

奪
わ
れ
た
職
以
上
の
職
を
生
み
出
す
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
」
と
い
う
専
門
家
の
見
立
て

も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
雇
用
、
労
働

を
考
え
る
う
え
で
重
い
課
題
と
い
え
よ
う
。

【
歴
史
の
教
訓
を
ふ
ま
え
た
対
応
を
】

今
か
ら
20
年
以
上
前
、
厚
生
労
働
省
が
発

表
し
た
「
『
Ｉ
Ｔ
革
命
』
が
我
が
国
の
労
働

に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
報
告

書
」
（
２
０
０
１
年
４
月
）
で
は
、
Ｉ
Ｔ
化

で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
仕
事
が
増
え
た
と
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
と
も
に
、
「
Ｉ
Ｔ
化

の
進
ん
だ
企
業
ほ
ど
非
正
社
員
化
率
や
外
部

委
託
利
用
が
増
え
て
い
る
」
こ
と
、
「
正
社

員
と
非
正
社
員
の
『
分
化
』
が
起
き
る
」
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

岡
田
氏
は
「
『
小
泉
改
革
』
以
降
、
急
速

に
日
本
社
会
で
進
ん
だ
非
正
規
社
員
の
増
加

と
雇
用
の
不
安
定
化
の
背
景
に
は
、
こ
う
し

た
企
業
の
Ｉ
Ｔ
化
に
と
も
な
う
労
働
者
の

『
分
化
』
が
理
由
の
ひ
と
つ
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
」
と
厳
し
く
指
摘
す
る
。

現
在
、
岸
田
内
閣
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
の

力
」
を
「
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
鍵

で
あ
り
、
新
し
い
付
加
価
値
を
生
み
出
す
源

泉
」
と
し
て
位
置
付
け
、
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
」
を
掲
げ
て
い
る
。
真
に
課

題
解
決
の
未
来
を
描
き
得
る
も
の
な
の
か
、

働
く
も
の
の
側
か
ら
も
注
視
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
報
告
書
に
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
化

施
策
に
つ
い
て
、
現
状
と
課
題
を
論
じ
た
、

桝
口
敏
行
氏
の
「
日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
歩

み
と
労
働
の
変
化
―
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
そ
し
て

Ｄ
Ｘ
が
加
速
す
る
社
会
の
考
察
―
」
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
岡
田
氏
の
論
考
と
あ
わ
せ
て

ご
参
照
い
た
だ
き
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
文
責
・
新
潟
県
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー

�

齋
藤　

喜
和
）

近
未
来
の
労
働
環
境
の
変
容
と
そ
の
課
題

　―
 

「
増
え
る
も
の
」「
減
る
も
の
」

　
　
　
　
　
　「
な
く
な
っ
て
い
く
も
の
」 ―

３

調
査
・
研
究
事
業
報
告
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公益財団法人　新潟ろうきん福祉財団
������������������������
�
�����
�	�

①県民・勤労者の福祉・文化向上に関する事業
　●セミナー等開催事業（ワーク＆ライフセミナー、文化講演会など）
　●福祉リーダー養成事業（にいがた福祉リーダー塾）
②ＮＰＯ等地域活動団体助成事業
　●NPO等地域活動団体助成事業（他、調査研究および各種セミナー開催）
③奨学金事業
　●高校生に対する奨学金給付事業（今年度より募集枠上限100人に拡大）

＜新潟ろうきん福祉財団では・・・＞

「すべての勤労者、県民の社会的・経済的及び
文化的地位の向上」に向けて、３つの事業を
行っています！！

〒950-0965  新潟市中央区新光町６番地２ 勤労福祉会館４階

新潟ろうきんとお取引がある、あるいはお取引を予定されている方で、
以下のいずれかの加入条件を満たす15歳以上の方となります。
　 新潟県内に居住または勤務する勤労者の方など
　 将来、新潟県内に居住または勤務する予定のある方

● 会報誌「夢咲Club通信」の発行
● 暮らしに役立つイベントなどの開催
● 安心の無料相談ネットワーク（弁護士無料法律相談、健康ダイヤルなど）

ご加入
いただける方

おもな活動と
会員サービス

ご加入は最寄りのろうきん本支店窓口へ。お問い合わせは新潟ろうきん夢咲Clubまで。

1
2

新潟ろうきん夢咲Club

新潟ろうきんの県内26店舗で入会手続きができます。
加入申込書は新潟ろうきんの全店舗に備え付けてあります。※入会金や会費は必要ありません

ご入会

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Club 〒951-8113　新潟市中央区寄居町332番地38 新潟県労働金庫本店５階
TEL 025-201-8765　FAX 025-201-8755
https://www.n-yume.jp
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ジ
は
、
無
謀
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
与
え
ら

れ
た
3
キ
ロ
を
走
り
切
れ
る
よ
う
、
練
習
を

始
め
た
が
、
動
悸
と
息
切
れ
で
く
じ
け
そ
う

に
な
る
。
お
恥
ず
か
し
い
話
だ
が
、
速
く
て

楽
に
走
れ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
本
気

で
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

チ
ー
ム
の
足
を
引
っ
張
り
、
後
悔
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
が
、
走
る
こ
と
な
ど
と
は
無

縁
で
大
嫌
い
だ
っ
た
自
分
が
、
少
し
ず
つ
走

り
始
め
た
こ
と
を
ほ
め
て
や
り
た
い
気
も
す

る
。

❖
こ
ん
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
私
で
も
参
加
で
き

る
の
だ
か
ら
、
来
年
は
恐
れ
る
こ
と
な
く
多

く
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
を

編
集
後
記

❖
初
め
て
の
編
集
作
業
と
な
っ
た
。
締
め
切

り
と
の
戦
い
で
、
ご
期
待
に
そ
え
る
も
の
に

な
っ
た
か
は
心
配
で
あ
る
。
読
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
心
が
け
る
の
で
、
ご
意
見
が
あ

れ
ば
遠
慮
な
く
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

❖
20
数
年
ぶ
り
に
ゴ
ル
フ
を
再
開
し
た
。
た

だ
止
ま
っ
て
る
ボ
ー
ル
を
打
つ
だ
け
な
の
に
、

相
変
わ
ら
ず
難
し
い
。
運
動
神
経
と
い
う
も

の
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
私
に
と
っ
て
は
、

こ
れ
か
ら
厳
し
い
修
行
と
な
り
そ
う
だ
。

❖
走
る
の
が
好
き
な
人
と
の
話
の
勢
い
で
勤

労
者
駅
伝
大
会
に
も
参
加
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン

今 後 の 日 程
10月 11日（水）～14日（土）

日韓・韓日親善協会合同大会
� （韓国ソウル）

12日（木）東部ブロック第240回幹事会
� （栃木県宇都宮市）
12日（木）�東部ブロック代表者・幹事会合同会

議� （栃木県宇都宮市）
12日（木）�消費生活ネットワーク第３回理事会
18日（水）地区労福協事務局長会議
� （勤労福祉会館）
23日（月）～27日（金）

韓国労働組合総連盟ソウル特別市地
域本部来日

26日（木）�新潟市PS第1回事業連絡会・第7回
支援調整会議� （勤労福祉会館）

11月 ３日（金） 第33回勤労者駅伝大会
� （デンカビッグスワンスタジアム）
８日（水） 連合新潟第33回定期大会
� （新潟東映ホテル）
11日（土）～12日（日）

生活困窮者自立支援全国研究交流集
会� （北海道札幌市）

15日（水）�県労福協第145回理事会
� （勤労福祉会館）
22日（水）中央労福協第66回定期総会
� （東京都千代田区）
29日（水）～12/1（金）

東部ブロック第241回幹事会
� （埼玉県浦和市）
東部ブロック第58回定期総会
� (埼玉県浦和市）
役員研修会

30日（木）新潟市PS第8回支援調整会議
� （勤労福祉会館）

12月 ７日（木）ワーク&ライフフォーラム総括集会
� （新潟東映ホテル）
13日（水）�中央労福協・生活困窮者相談員オン

ライン交流会
21日（木）消費生活ネットワーク第5回理事会
21日（木）新潟市PS第9回支援調整会議

呼
び
か
け
た
い
。

❖
昔
か
ら
好
き
な
言
葉
に
疾
風
怒
涛
と
い
う

言
葉
が
あ
る
の
で
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
て
使

わ
せ
て
い
た
だ
く
。

�

（
新
光
町
の
疾
風
怒
涛
）

　2023年11月３日（金・祝）、デンカビッグスワン
スタジアムにて第33回勤労者駅伝大会を開催いたし
ます。

10：45 開会式　　11：30 スタート
14：30（予定）閉会式

応援よろしくお願いします。

第33回勤労者駅伝大会を開催


